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●本日のお弁当 
 
 大正館 
   

会 長 挨 拶  
 

皆さん、こんにちは。 

今週は毎日晴天に恵まれまして、大変暖かい日が続いており

ます。桜も良くなってきて、皆さんも週末までお花見で集まら

れることが多いんじゃないかなぁと思います。 

 前回の例会の後に碧南市藤井達吉現代美術館で植樹をやって

まいりました。沢山お集まりいただきまして、ありがとうございました。日曜日の新聞記事に

も載ってましたし、美術館の館長も大変喜んでおられました。 

 本日は最近話題の「ChatGPT」ってどんなものなのかということで、ちょっとお見せした

いと思います。ChatGPT はユーザーが入力した質問に対して自然な対話形式で AI が答えて

くれるチャットサービスです。英語だと単語と単語の間にスペースがありますので、この単

語が出てきたら次に世界中の文章の中にある一番相応しい単語を検索して、くっ付けていく

という考え方です。日本語っていうのは全部繋がっているんで、単語の繋がりがわかりにく

いです。だから、日本語の場合は 2 文字ずつ見ていくそうです。漢字があると次の漢字が 2

つで 1 つの熟語と考えて、その後に付いてくる言葉の連鎖を統計的に見て繋いでいくと日本

語になるそうなんで、ちょっと不思議な感じがしますけれども、内容を理解している訳じゃ

ないっていうのが面白いところです。 

 そこで本年度の地区方針を読み込ませて、読み込ませた内容から碧南 RC の方針を 400 字

で考えてとお願いすると、ずらっと回答してくれたんですけれども、ちょっとこれじゃあ面

白くないなと思って、「笑顔のたえない例会を目指す為の方針を考えてもらえませんか？」と

やると、「笑顔のたえない例会を目指す為には、進行役がユーモアを交えた進行を心掛け、会

員同士が和気藹々とした雰囲気で交流できるようにしましょう。例会の途中で簡単なゲーム

長田和徳会長 



や自己紹介タイムを設け、会員同士がリラックスしてコミュニケーションが取れる環境を作

りましょう。会員同士の交流を促す企画の実施・・・」という感じでもっともらしい回答をし

てくれます。 

 これからどうなっていくかわからないですけれども、ご興味がございましたらスマホでも

できて延々と会話が続きますので、じっとする時は面白いと思います。三河弁はできなかっ

たですけれども、大阪弁やお姉さん言葉、ギャル言葉にも書き直してくれますので、色んな使

い方があるんじゃないかと思います。 

 来月から島形式に戻そうと思っております。様子見でしばらくマスクは付けていこうと思

います。徐々に元の例会の形式になっていきますので、よろしくお願い致します。 

 本日もよろしくお願い致します。 

 
 

  幹 事 報 告  
 

 幹事報告を申し上げます。 

・ 碧南市長より碧南市藤井達吉現代美術館への植栽及び備品

寄贈に対する感謝状と碧南海浜水族館の招待券を頂戴しま

した。招待券はメールボックスにお配りしておりますので、

ご利用ください。 

・ 社会福祉法人愛知県共同募金会より「赤い羽根共同募金運動寄付」の感謝状が届いており

ます。 

・ 西尾一色 RC より「西三河分区 IM 記録書」（PDF）データが届いております。 

・ 高浜 RC より「2023-24 年度地区役員・会長・幹事名簿」が届いております。 

・ 次週の例会終了後に理事会がございます。役員、理事の方はよろしくお願い致します。 
 
 

  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励ニコボックス委員会＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコボックス＞ 

長田 和徳君  過日３月１５日、無事に碧南市藤井達吉現代美術館で植樹式ができました。 

平松 則行君  中区区長をはじめ多くの市民の方々に参加いただきました。御出席頂きま 

清澤 聡之君  した、碧南ＲＣメンバーのみなさまには、ごくろうさまでした。大変あり

がとうございました。 

３月１９日の中日新聞西三河版に掲載されました。 

 総会員数 60 名 (内出席免除者 13 名の内出席者 11 名) 出席者 48 名 

 出席対象者 48／58 名 

  出 席 率    82.75％ 

 欠席者 12 名（病欠者 0 名） 
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黒田 泰弘君  本日の卓話を担当させて頂きます。皆様よろしくお願い致します。 

岡島 晋一君  先週２６日に碧南市消防団入退式が無事行う事が出来ました。お忙しい中、

長田会長、鈴木泰博さん、角谷信二会長エレクト、杉浦栄次副幹事、長田康

弘さんに御出席頂き、杉浦邦彦君の卒隊を見届けて頂きました。有難うご

ざいました。今後とも碧南市消防団に御指導、御協力を御願いします。 

牧野 勝俊君  男子バレーボールＶ２リーグのシーズンが終了しました。アイシンティル

マーレは、１７勝９敗で１０チーム中４位でした。初年度としては、大いに

健闘出来たと思います。皆様のあつい応援のお陰です。感謝申し上げます。

今後共、よろしくお願いいたします。 
 
 

ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム  
 

「南海トラフ地震の備え」 

会員 黒田泰弘君（地区防災対策委員会 委員） 

 

 皆さん、こんにちは。 

 RI 第 2760 地区 防災対策委員の黒田です。本日は皆さんの貴

重なお時間をいただきまして、「南海トラフ地震の備え」というタイトルでお話しさせていた

だきますので、よろしくお願い致します。 

 地区防災対策委員会は 2017-18 年に愛知県防災部と RI 第 2760 地区が相互協力に関する協

定を締結したのをきっかけに立ち上がりました。比較的新しい委員会でございます。まずは 4

分程、映像をご覧いただきたいと思います。 

 ありがとうございました。お時間の都合で映像はここまでとさせていただきます。それで

は、ここで過去の地震を振り返ってみます。1995 年に起きました阪神・淡路大震災ですが、

6,000 人を超える方々がお亡くなりになられました。阪神・淡路大震災の特徴というのは、死

者の 8 割以上が住宅等の倒壊により亡くなられたということで、住宅の耐震化の重要性を改

めて思い知らされた地震でございました。 

 次に 2011 年に起きました東日本大震災ですが、死者の 9 割以上が津波により亡くなられ

たということで、津波の恐ろしさが記憶に残る地震でございました。 

 次に 2016 年の熊本地震ですが、震度 7 を記録する地震が 2 回起きました。特徴としては、

地震直後よりも避難所に避難してから亡くなる方が多かったということで、地震直後の救出

が一番大事なのはもちろんですが、それ以降の様々なケアも大変重要であることが記憶に残

る地震でございました。 

 次に 2018 年に起きました大阪府北部を震源とする地震ですが、朝方だった為に通勤、通学

の方を直撃し、困難を招いたという地震で、ブロック塀の崩壊により通学中の小学生の子が

亡くなられ、通学路の点検が各地で行われました。 

 同じく 2018 年に起きました北海道胆振東部地震ですが、こちらの地震では広範囲に及ぶ土

砂崩れが起こり、大規模停電いわゆるブラックアウトと呼ばれる停電が起こった地震でござ
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いました。 

 そして、我々が一番恐れている災害が南海トラフ地震です。専門家の試算によりますと、マ

グニチュード 8～9 クラスの地震が 30 年以内に 70～80%という高い確率で起こると言われて

おります。 

 南海トラフ地震が実際に襲ってきたらどれくらいの被害が出るのかを愛知県が 2014 年 5

月に公表したものがこちらです。過去地震最大モデルは南海トラフで繰り返し発生している

地震・津波のうち、発生したことが明らかで規模の大きいもの（宝永、安政東海、安政南海、

昭和東南海、昭和南海）を重ね合わせたものに基づいた想定モデルでございます。理論上最大

想定モデルは東日本大震災の教訓を基にあらゆる可能性を考慮した最大クラスの地震・津波

を想定したモデルでございます。この 2 種類のモデルで被害の大きさを想定しております。 

 皆さんに是非知っておいてほしいのが、「愛知県防災学習システム」です。これはネット上

で簡単に検索できるもので、ご自身の自宅や会社の住所をクリックしていただければ、ピン

ポイントで震度、液状化、津波などの情報を得られますので、まずはこれによりご自身の災害

リスクを認識していただきたいと思います。 

 ひとたび地震が起こってしまうと大変な被害が出てしまいます。そこで少しでも被害を減

らすには、公助・自助・共助の連携した取り組みが大切になってきます。まず、愛知県として

の公助ですが、「第 3 次あいち地震対策アクションプラン」というのがございまして、お時間

の都合上、詳しくは愛知県防災安全局 防災危機管理課までお問い合わせいただければと思い

ます。 

 実際に巨大地震が起こりますと、自助・公助が大切だと思います。皆さんにお配りしました

パンフレットを見ていただきたいんですけれども、これに皆さんにやっていただきたい対策

が記載されております。アクション 1 としまして、「家具を固定しよう！」ということで、自

宅であれば主に家具、会社であれば書類棚やロッカー等の固定をしていただきたいと思いま

す。特に長い時間を過ごす部屋や寝室には、できるだけ余計なものは置かず、貴重品を含む非

常用持ち出しリュックには懐中電灯、ホイッスル、手袋、ヘルメット、靴なども備えておくこ

とが大切になります。 

 アクション 2 としまして、「食料や飲料水を備蓄しよう！」ということで、身動きが困難で

救助を待つような状況に置かれた場合、救助の遅れも予想されますので、1 週間分程度の備蓄

をしておくことが良いと思います。 

 アクション 3 としまして、「津波からの避難に備えよう！」ということで、まずは自分の住

んでいるところの災害リスクを認識するということが第一歩目となります。碧南市の例です

と、各市町村にありますハザードマップにて、避難場所や経路を事前に確認しておくことが

大事だと思います。また、どこに避難してどのように連絡を取り合うのかも、家族または従業

員で話し合っておいていただきたい取り組みの 1 つです。 

 アクション 4 としまして、「地域の防災力を高めよう！」ということで、地域の方々と一緒

になって防災訓練に積極的に参加していただくことをお願い申し上げます。災害直後は警察、

消防、自衛隊もすぐには現場に辿り着けなかった事例がございますので、近隣住民の方との

助け合いが最も重要になってきます。会社においても同様で、普段から地域の人々と顔の見



える関係を構築していくことが事前対策として重要と思われます。 

 今回、お話しできなかったことも含め、必要な事項が全て読みやすくまとめられた防災ハ

ンドブックがございますので、非常用持ち出しリュックに入れておいていただくことをお薦

め致します。 

 ここまで防災について駆け足でお話しさせていただきましたが、実際のところいつ来るか

もわからない災害に対して、市民の皆様の意識を保ち続けることは大変難しいと感じており

ますので、定期的にこういった防災に関することをやっていただいて、意識を継続できるよ

うにお願い申し上げまして、本日の卓話とさせていただきます。 

 ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会案内 
 

令和５年４月１２日（水）は１５日（土）の振替休会 

令和５年４月１５日（土）１１：００～ 

真宗大谷派 名古屋別院（東別院） 

春の家族会（東別院拝観・ワールドフード＋ふれ愛フェスタ） 

※バス乗車の方は、商工会議所を１０時出発 

令和５年４月１９日（水） 

卓話「ご支援・ご声援の御礼・アイシンティルマーレ活動報告」 

アイシンティルマーレ ゼネラルマネージャー 磯貝敏春氏 


